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Ｈ３０ ３年１回 基礎学力テスト 

１． 

 （１）－８＋（－３）＝－１１ 

 

（２）  

 

 

 （３） 

 

 

 

 

 

 

 

  （４）家を出てから、分速５０ｍでｘ分間歩き、さらに、分速７０ｍでｙ分間 

        歩いて図書館に着きました。 

 

        ５０ｘ＋７０ｙ       家から図書館までの道のり 

 

  （５） 

 

 

 

 

 

（６）   

 

 

 

 

  （７）ｙ＝－３ｘ＋４     －２≦ｘ≦３ 

 

                           －５≦ｙ≦１０ 
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１０

９０ｎ＝ ２× ３× ３× ５× ｎ

素因数は指数が偶数となる

ｎ＝２× ５＝１０

これが整数となるので

もっとも小さいのは

解の公式より

二次方程式 ２ｘ

ｘ＝
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４
＝
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（８）① ア  ５０×０．０８＝４ 

 

        イ  １６÷５０＝０．３２ 

 

        ウ   １５０×５＝７５０ 

 

      ② ５６００÷５０＝１１２ 

 

（９） ＡＢ⊥ＡＤ 

 

（１０） 

 

 

（１１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｖ＝Ｓｈ＝× ５２× １０＝２５０

１８０－７０

２
＝５５ ５５°
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２． 

（１）ド－ナツ１５個を作るための小麦粉と砂糖は７：２ 

 

           ２１０：ｘ＝７：２ 

 

                   ７ｘ＝４２０      ｘ＝６０    ６０ｇ 

 

 （２）   マヒィン１個→   小麦粉１８ｇ  砂糖１２ｇ 

 

          ド－ナツ１個→   小麦粉１４ｇ  砂糖４ｇ 

 

          マヒィンｘ個 

          ド－ナツｙ個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 

（１）Ｄのｙ座標は０である。ｙ＝ｘ＋４   ｙ＝０を代入して 

 

                            ０＝ｘ＋４ 

 

                                ｘ＝－４    Ｄ（－４，０） 

 

（２）直線ｎについて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｘ＋ｙ＝６４

１８ｘ＋１４ｙ＝１０００

１４ｘ＋１４ｙ＝８９６

４ｘ＝１０４

ｘ＝２６

ｙ＝３８

傾きは

ｙ＝－
１

２

－１０

２０

ｘ＋１０

＝－
１

２
切片は１０なので
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（３）△ＣＤＢの面積について 

 

 

 

 

面積は

－ｘ＋ｙ＝４

点Ｃの座標を求める。

ｙ＝－
１

２
ｘ＋１０

ｙ＝ｘ＋４

ｘ＋２ｙ＝２０

３ｙ＝２４

２４× ８

２

ｙ＝８

ｘ＝４

＝９６

Ｃ（４，８）
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（４）四角形ＣＥＯＦについて△ＣＥＯと△ＣＯＦに分けて考える。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

４． 

（１） 

 

「Ｂ勤務」の回数 回    １    ２    ３    ４    ５ 

 始めてからの日数日    ３    ７    １１  １５  １９ 

 

   ①５回目の「Ｂ勤務」は１９日目 

 

   ②ｍ回目の「Ｂ勤務」は何日目か？ 

 

     ３＋４（ｍ－１）＝３＋４ｍ－４＝４ｍ－１     ４ｍ－１ 

 

 

 

（２）ナ－スウォッチは 

 

      ２０回にかかる秒数 ｘ秒  に対して ｙ回にかかる秒数 ６０秒 

 

               ２０：ｘ＝ｙ：６０ 

△ＣＥＯ＝

△ＣＯＦ＝

８＋４ｘ＝４８

４× ４

２

ｘ× ８

２

＝８

＝４ｘ

ｘ＝１０
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 ① 反比例なので イ 

 

  ②    ｘ＝１６ 

 

 

５． 

（１）△ＡＢＧと△ＣＤＦにおいて 

       平行四辺形の向かい合う辺なので    ＡＢ＝ＣＤ・・・・・① 

 

      対角線は中点で交わるので           ＢＯ＝ＤＯ・・・・・② 

 

     仮定より                            ＯＧ＝ＯＨ・・・・・③ 

 

      ②－③より                   ＢＯ－ＯＧ＝ＤＯ－ＯＨ 

 

      よって                            ＢＧ＝ＤＨ・・・・・④ 

 

      平行なので錯角より            ∠ＡＢＧ＝∠ＣＤＨ・・・⑤ 

 

     ①④⑤より  ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

 

                                    △ＡＢＧ≡△ＣＤＦ 

 

                                

 

 

ｘｙ＝１２００ ｙ＝
１２００

ｘ

ｙ＝
１２００

１６
＝７５ ７５回
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 （２）①ＡＢ平行ＯＥなので 

 

        底辺ＡＢを共有する三角形 △ＡＢＯ＝△ＡＢＥ 

 

        両辺から△ＡＢＧをひくと  △ＡＧＯ＝△ＢＧＥ 

 

                                ウ 等しい 

 

 

       ②ＡＧ：ＧＥ＝２：１ 

 

         △ＡＧＯ：△ＯＧＥ＝２：１ 

 

         ここで △ＡＧＯ＝△ＢＧＥより △ＢＧＥ＝２ 

 

         また△ＧＥＯ相似△ＧＡＢで相似比１：２より 

 

         △ＧＡＢ＝４ 

 

         また△ＯＥＣ＝△ＢＯＥ＝１＋２＝３ 

 

         △ＡＢＣ＝△ＡＧＯ＋△ＧＡＢ＋△ＯＢＥ＋△ＯＥＣ＝２＋４＋３＋３＝１２ 

 

         これで平行四辺形ＡＢＣＤ＝２４ 

 

△ＡＧＯ：平行四辺形ＡＢＣＤ＝２：２４＝１：１２ 


